
2018〜2019年度 No.１
 第 ４ 回 委員会名

委員⻑名
開催 日時
開催 場所

今井地区ガバナー 伊賀第１副地区ガバナー 進藤第２副地区ガバナー
◯  L 吉岡  晋 委員⻑ ◯  L ⼤類 雅之 副委員⻑ ◯  L    ⾚尾 嘉晃 副委員⻑
◯  L 津守 勝男 副委員⻑ ×  L 桂  太郎 副委員⻑ ×  L 荒牧 知子 委員
×  L 金代 直人 委員 ×  L 田下 一雄 委員 ×  L 若槻 哲也 委員
◯  L 矢追 秀紀 委員 ×  L ⼤和 祥郎 委員 ◯  L 根岸 雅也 委員
×  L 原  成兆 委員  L               委員  L               委員

 L               委員  L               委員  L               委員
 L               委員  L               委員  L               委員
 L               委員  L               委員  L               委員

○ Ｌ 飯田 容子 ◯ Ｌ あらい だいすけ ◯ L 後藤裕文 担当副幹事
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作 成 者

次   第

議   題

 Ｌ⼤ 類 雅 之

 ２０１８年１１⽉１６日  金曜日  １５時４５ 分 〜１７時１５分
次回開催日時場所

 キャビネット事務局 会議室

取材スケジュール（10⽉27日少年野球、11⽉24日みんなダイアモンド他）
地区ニュース第3号の内容、制作工程の確認とタイムスケジュール
地区ニュース第3号の表紙
３３０-A地区 会員名簿について
その他

キャビネット報告（担当副幹事）
審 議  別紙議題による
日程確認・調整
次回開催確認

審議経過事項の概要
地区ニュース2号について

 委 員 会 報 告

                        司会・進行 Ｌ⼤ 類 雅 之
委員⻑挨拶 
前回議事録確認

 ２０１８年１０⽉２６日 金曜日     １５時４５分 〜 １７時１５分
 南⻘⼭ブライトスクエア ５F

 出席オブザーバー

マーケティング・コミュニケーション

 L 吉岡 晋

出 席 者
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最後の校正は全員で協力し合い、ミスのない紙面作りをお願いします。

ガバナー公式訪問➡写真で苦労した。

ページ圧縮、予算削減のため、歴代の会⻑幹事の掲載もなし。

（吉岡委員⻑）別紙御厨GSTコーディネーターからの依頼について。
（矢追L）アクセス数の推移について、別紙資料参照。

ポインセチア、イルミネーション（東京駅等）、夜景・・・各自撮影してみてください。

1ページ〜LCIFインタビュー（別紙資料参照）
その他、クラブアクティビティ、キャビネット関連、みんなダイアモンドという流れで作成予定。

11⽉24日のみんなダイアモンドは下見に参加し、取材の方向性と日程が決まったら連絡。

クロスワード？（入門ワード編）・・・⼤和Lに話してみる。

審議経過事項の概要

表紙のテーマについてはもう一人お手伝いが必要なため、桂Lに依頼する。
各リジョンの担当者を決める。
（⾚尾L）11⽉30日忘年会  18時受付  18時30分乾杯  FEE 8,000円

名簿の表紙の作成を当委員会に依頼されている。
委員会からの要望書は渡してあり、家族会員名は入れないこととした。

津守Lに添削を依頼し、中村安次Lへ持ち込む。

スポーツセンターにインタビューで訪問。障がい者の思いを引き出せたのではないか。

27日の少年野球は吉岡委員⻑が取材担当。

クラブアクティビティ➡表現を変更した。少しずつ改良していきたい。

対策１：WEB版は修正済み。 次号で正しい記事。こめんと載せる。謝罪済です。

議   題

キャビネット関連➡レイアウトもう少し考えたい。

別紙資料参照。

なるべく多く参加してください。メールにて取材チームを作ります。
12⽉19日発送予定。10日までに校了したい。

法人化進捗状況➡桂Lを窓⼝にして掲載。吉岡委員⻑のコメントを付けた。
次号は見開き部分にLCIF関連。
中央にダイアモンド、クラブアクティビティ、キャビネット関連、委員会関連と載せていきたい。

No.２

表紙➡根岸L撮影。奥行き感があり良い写真になった。
ロゴとサブタイトルもう少し小さいほうが良かったか？
標語➡荒巻Lにきれいな文章を書いていただいた。
編集後記➡桂L担当。タイムリーな話題で良かった。次号はL⼤類が担当する。
ダイアモンド➡今までになかった展開にできた。飯田Lのインタビューの笑顔が良かった。

6ページ目にミス有。江⼾川南LCの記事がウエストLCの記事になっている。
他人を頼らず、何があるかわからないという気持ちで制作していく。


